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お知らせ
・阪神淡路大震災から 15 年　
　～忘れていませんか？あのときの教訓～

・平成 21 年 11 月末の財政状況
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防 災

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年

～
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
の
と
き
の
教
訓
～

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、
最
大
震
度
７
を
記
録
し
、
死
者

６
千
434
人
、
全
壊
家
屋
10
万
４
千
906
棟
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
15
年
が
た
ち
ま
す
。
時
の
経
過
と
と
も
に
、
あ
の
時
の
教
訓
、
記
憶
も
薄
れ

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
必
ず
来
る
地
震
を
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
備
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
住
民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
重
要
性

が
広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」（
１
月
17
日
）
と
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」（
１
月
15
日
～
21
日
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（

22
―
３
４
４
２
）

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
防
災
訓

練
の
実
施
な
ど
地
震
被
害
に
対
す

る
備
え
を
行
い
、
ま
た
、
実
際
に

地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、
初
期

消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・
救

助
、
情
報
の
収
集
や
避
難
所
の
運

営
と
い
っ
た
活
動
を
行
う
な
ど
、

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
構
成

　

自
主
防
災
組
織
は
、
基
本
的
に

会
長
・
副
会
長
を
中
心
と
し
た
組

織
体
制
で
あ
り
、
お
お
む
ね
下
の

図
の
よ
う
な
役
割
別
の
班
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
じ
て

必
要
な
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
組

織
体
制
に
し
ま
す
。災
害
時
に
は
、

臨
機
応
変
に
弾
力
的
な
運
用
や
指

揮
命
令
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
考

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
平
常
時
の
防
災
活
動

　

平
常
時
は
防
災
講
習
会
や
訓
練

の
実
施
、
危
険
箇
所
・
避
難
場
所

の
把
握
、
避
難
ル
ー
ト
や
防
災
機

材
の
点
検
な
ど
を
行
い
、
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
主

防
災
組
織
結
成
率
は
75
・
５
％
で

す
。
市
は
、
結
成
率
100
％
を
目
指

し
、
未
結
成
の
町
内
会
な
ど
へ
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
結
成
済
み

情 報 班

消 火 班

救出救護班

避難誘導班

給食給水班

知識の普及啓発、情報の収集伝達、

デマ防止、被害などの報告

副会長会長

■
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

　

大
地
震
か
ら
自
分
や
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
十

分
な
対
策
を
講
じ
て
お
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ひ
と

た
び
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
個

人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
危
険
や
困
難
を
伴
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、

毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
隣
近
所

の
人
達
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動
に

組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

の
町
内
会
な
ど
へ
は
訓
練
実
施
の

支
援
、
防
災
資
機
材
を
購
入
す
る

際
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、自
主
防
災
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
避
難
所
運
営
の
手
引
き
を

作
成
中
で
す
。
地
区
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、

地
域
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

で
す
。

　

災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒

に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む

た
め
の
組
織
、
こ
れ
が
「
自
主
防

災
組
織
」
で
す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

自
主
防
災
組
織
は
、
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
際
、
地
域
住
民

が
的
確
に
行
動
し
被
害
を
最
小
限

に
止
め
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
内
の
安
全
点
検
や
住
民
へ
の
防

▲自主防災組織図の例

自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

　

～
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
自
主
防
災
組
織
～

炊き出し用具の確保、炊き出し、物資

配分の協力、避難所生活の調整

避難路の安全点検、避難の呼びかけ、

災害時要援護者への支援

資機材の調達と整備、救出・救護活動、

防災機関への協力

消火器の使い方、出火防止対策、初期

消火の活動、火災の警戒

▲阪神淡路大震災発生時の神戸市長田区
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大
き
な
地
震
の
際
に
は
、
地
域

住
民
が
協
力
を
し
て
防
災
活
動
を

行
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
日
頃
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

　

災
害
時
の
避
難
場
所
や
避
難

ル
ー
ト
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
会
議
の
開
催

　

家
族
の
落
ち
合
う
場
所
や
安
否

の
確
認
方
法
な
ど
を
普
段
か
ら
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
防
止
と
危
険
箇
所
の
把
握

　

地
震
の
と
き
に
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
、
家
具
の
転
倒
防
止
や
ガ
ラ

ス
の
飛
散
防
止
対
策
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
袋
や
備
蓄
の
確
保

　

最
低
限
必
要
な
物
を
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
持
ち

出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
掛
け
て
お

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　

～
日
頃
か
ら
の
備
え
～

き
ま
し
ょ
う
。
非
常
持
ち
出
し
袋

に
は
、
現
金
、
預
金
通
帳
、
証
券
、

印
鑑
な
ど
や
懐
中
電
灯
、
予
備
の

電
池
、
ラ
ジ
オ
、
水
筒
や
乾
パ
ン

な
ど
の
緊
急
食
料
、
そ
し
て
下
着

類
、
小
さ
な
毛
布
、
薬
な
ど
を
入

れ
て
お
き
ま
す
。

　

水
は
１
人
当
た
り
１
日
３
リ
ッ

ト
ル
程
度
、
食
べ
物
は
調
理
の
手

間
が
な
く
、
保
存
が
利
く
も
の
を

最
低
３
日
分
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

突然地震が発生した場合

う
。

　突然地震が発生した場合、個人や自主防災組織ではどのよう

な活動を行えばよいのでしょうか。ここでは、時間的な経過と

自主防災活動について紹介します。

▲炊出し訓練（大賀区自主防災会）自主防災組織活動マニュアル（静岡県）より抜粋
イラスト提供：東京消防庁

時間経過（分）

0:00

0:01

～ 0:02

0:03

0:05

0:10

～数時間

～数日

状況

地震発生

揺れがお

さまった

火災発見

家屋の倒

壊発見

負傷者発

見

避難生活

各個人の行動

・地震の揺れに注意し、

身を守る

・素早く火の始末

・玄関を開ける

津波、山・がけ崩れの

危険が予想される地域

は即避難

・火元の確認（早めにガ

スの元栓を閉め、電気

のスイッチ・ブレーカー

を切る）

火が出ても落ち着いて

初期消火

・家族の安全確認

・靴を履く

家の中も危険物でいっ

ぱい

・みんな無事か

隣近所に声をかける

・近所に火は出ていな

いか

大声で知らせる

消火器を使え！

漏電、ガス漏れ、余震

に注意

・防災無線やラジオに

より情報確認

車で逃げるな！

ブロック塀、ガラス、

がれきに注意！

・みんなで消火活動！

・みんなで救出活動！

・自主防災組織に協力し

て秩序ある避難生活を

壊れた家には入らない

助け合いの心を持とう

我慢も大切

自主防災活動

・隣近所で助け合い

見つからない人はいないか？

けが人はいないか？

・災害時要援護者は大丈夫か？

・情報班による地域内の被害情

報収集（取りまとめ市災害対策

本部へ報告）

・情報を住民へ正しく伝達（防

災無線やラジオなど正確な情報

を入手）

・消火班による初期消火活動（バ

ケツリレー、可搬ポンプなど）

・救出・救護班による救出活動

・負傷者の応急救護、救護所へ

の搬送

・災害時要援護者の避難支援

地元消防団や事業所などの協力

を得る

困難な場合は消防署などへ要請

無理はしない（二次災害に十分

注意する）

被害状況によっては消防車など

の到着が遅れる場合がある

・市と協力して避難所運営

・避難所運営の手引きに基づい

た秩序ある避難所運営

・災害時要援護者に対する配慮

・災害ボランティアとの共助
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財 政 状 況

どんな状態？
市の家計は

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
家
計
が
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
市
に
は
予
算

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
予
算

を
中
心
に
し
た
市
の
経
済
活
動
を

「
財
政
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
財
政
事
情
の
公
表
は
、
市
の
財

政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
平

成
21
年
度
予
算
の
11
月
末
ま
で
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
行
革
財
政
課
（

22

―
３
２
９
１
）

　

一
般
会
計
の
収
支

　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、
道

路
の
補
修
や
福
祉
に
必
要
な
予
算

を
「
一
般
会
計
予
算
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

費
と
補
正
予
算
を
含
め
て

183
億
９
千
804
万
円
の
一
般
会
計
予

算
を
、
ど
れ
だ
け
支
払
っ
た
か
、

収
入
し
た
か
を
表
し
た
の
が
下
の

グ
ラ
フ
で
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

約
９
億
円
の
財
源
不
足
を
基
金
か

ら
の
借
り
入
れ
で
補
う
な
ど
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
さ

ら
に
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進

市 税

市 債

繰入金

繰越金

その他

予算現額　183 億 9,804 万円
収入済額　112 億 6,533 万円
収入割合　61.2％

予算現額　183 億 9,804 万円
支出済額　100 億 8,386 万円
支出割合　54.8％

歳入 歳出

64

100

58

10

52

3

119

68

71

46

59 億 7,512 万円

38 億 2,368 万円

30 億 8,000 万円

30 億 9,122 万円

30 億 3,870 万円

13 億 1,580 万円

6 億 8,520 万円

10 億 2,665 万円
2,988 万円

　3 億 9,770 万円

　2 億 7,151 万円

　5 億 9,154 万円

7 億   640 万円

1 億 5,100 万円

1 億   784 万円

14 億 2,214 万円

6 億 6,073 万円

17 億 4,952 万円

13 億 9,939 万円

1 億 3,935 万円

地 方
交付税

国 庫
支出金

県
支出金

使用料
手数料

地 方
譲与税

支出割合（％）・項目

　　　 49 億 2,678 万円

28 億  883 万円

25 億 9,773 万円

10 億 6,878 万円

19 億 9,975 万円

12 億 7,762 万円

19 億 6,979 万円

10 億 2,609 万円

19 億 3,390 万円

  9 億 4,524 万円

19 億 2,179 万円

8 億 1,150 万円

12 億 6,925 万円

10 億 7,609 万円

9 億 3,601 万円

7 億 1,125 万円

4 億 5,873 万円

1 億 1,260 万円

3 億 8,431 万円

2 億 4,586 万円

57

41

64

52

49

42

85

76

25

64

民生費

土木費

総務費

公債費

衛生費

教育費

商工費

消防費

その他

農林水
産業費

項目・収入割合（％）

予算現額

収入済額

支出済額

「公債費」は、地方公共団体が、事業を

行うために借り入れた資金の元利償還

金のことです。

「地方譲与税」は、国が国税として徴

収し、地方公共団体へ譲り与える税の

ことです。市の「地方譲与税」には現在、

地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、

地方道路譲与税の 3 つがあります。
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市
税
の
内
訳

　

歳
入
で
最
も
多
い
市
税
の
内
訳

は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
税
と
固
定
資
産
税
が
市

税
の
中
心
で
、
こ
の
２
つ
で
市
税

の
83
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り
の
税
と
予
算

　

市
民
１
人
あ
た
り
が
負
担
す

る
市
税
は
、
約
11
万
９
千
円
。
１

世
帯
あ
た
り
で
は
、
約
26
万
７
千

円
に
な
り
ま
す
。

本年度予算規模は184 億円
　  11月末で 54.8％を支出

　

市
民
１
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る

予
算
は
約
36
万
６
千
円
。
１
世

帯
あ
た
り
で
は
約
82
万
２
千
円
で

す
。

　

市
有
財
産

　

市
有
財
産
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。
土
地
の
主
な
も
の

は
、
学
校
の
敷
地
、
公
園
な
ど
で

す
。
基
金
に
は
、
財
政
調
整
基
金
、

庁
舎
建
設
基
金
、
文
化
振
興
基
金
、

地
域
福
祉
基
金
、
観
光
振
興
基
金

な
ど
が
あ
り
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
の
積

み
立
て
や
運
用
を
す
る
た
め
に
設

け
て
い
ま
す
。

　

市
債
の
現
在
高

　

市
債
は
、
道
路
、
河
川
、
教
育
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
の
財
源
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
な
ど
将
来
に
わ
た
っ

て
利
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
将
来
利
用
す
る
世
代
の
人

に
も
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
お
金
を
借
り
て
事
業
を
行

い
、
長
期
的
に
税
金
か
ら
返
済
す

る
制
度
が
市
債
で
す
。

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ

た
か
を
下
の
表
で
示
し
ま
し
た
。

　

学
童
災
害
共
済
事
業
は
、
交
通

事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童

を
救
済
す
る
た
め
に
災
害
共
済
制

度
を
設
け
て
い
る
も
の
で
、
同
制

度
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に

基
金
と
し
て
共
済
見
舞
金
の
財
源

を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

▼市有財産

土 地

建 物

基 金

出資金

自動車

債 権

152 万   234 ㎡

14 万 3,563 ㎡

34 億 8,885 万円

94 億 6,920 万円

117 台

1 億 8,874 万円

▼市債の現在高
◎一般会計事業債

◎下水道会計事業債

衛 生 債
臨時財政対策債
土 木 債
減 税 補 て ん 債
教 育 債
農 林 水 産 業 債
総 務 債
臨時税収補てん債
民 生 債
災 害 復 旧 債
公 営 住 宅 債
減 収 補 て ん 債
消 防 債
商 工 債
合 計

52 億 3,710 万円
45 億 7,534 万円
42 億 1,122 万円
11 億 1,471 万円
7 億 6,678 万円
2 億 8,497 万円
2 億 1,496 万円
2 億   817 万円
1 億 6,258 万円

8,093 万円
5,418 万円
4,090 万円
3,091 万円

543 万円
169 億 8,818 万円

下 水 道 事 業 債 55 億   672 万円

　

特
別
会
計
の
収
支

　

特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立

採
算
を
基
本
と
し
て
運
営
さ
れ
る

も
の
を
「
特
別
会
計
」
と
い
っ
て
、

「
一
般
会
計
」
と
区
別
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
「
国
民
健
康
保
険
」「
老

人
保
健
」「
後
期
高
齢
者
医
療
」「
介

護
保
険
」「
学
童
災
害
共
済
事
業
」

「
下
水
道
事
業
」
の
６
つ
の
特
別

▼特別会計の収支

会計名

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

学童災害共済事業

下 水 道 事 業

予算現額

65 億   417 万円

2,507 万円

5 億 8,350 万円

39 億   843 万円

168 万円

9 億 2,819 万円

収入済額

35 億　  18 万円

533 万円

2 億 8,457 万円

25 億 7,474 万円

59 万円

5 億 2,824 万円

支出済額

39 億 7,776 万円

290 万円

2 億 1,600 万円

23 億 7,139 万円

43 万円

4 億 1,740 万円

し
、
収
支
の
均
衡
を
早
急
に
回
復

す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▼市税の内訳

市 民 税

固定資産税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

入 湯 税

24 億 6,364 万円
16 億 6,884 万円

5 億    34 万円

3 億 2,955 万円

3 億 7,631 万円

2 億 5,316 万円

9,967 万円
9,945 万円

2,498 万円
1,705 万円

予算現額
59 億 7,512 万円

収入済額
38 億 2,368 万円

25 億 1,018 万円
14 億 5,563 万円
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博士、教えて！

『経常収支比率』って何？

　平成 20 年度の決算を見ると、経常収支比率の県内における市平均は 91.9％となっています。

　館山市は 101.5％と高い数値となりました。シリーズ財政では、その要因を探っていきます。

　問合せ／行革財政課（ 22 － 3291）

シリーズ財政・その4　「公債費」

　『経常収支比率』について財政博士に教えてもらい、いろいろと中身

を調べている館山くん。人件費、扶助費に続き、今回は公債費を調べ

ているようです。

【館山くん】

　博士、「公債費」って何ですか？

【財政博士】

　公債費は、市が事業を行うために借り入れた資金（「地方債」という）

の、元本の返済と利息の支払いのことを言うんだ。家計に例えると、

住宅ローンやマイカーローンなどの返済にあたるね。

【財政博士】

　市の支出は、その年度の収入でやりくりをしなければいけないと決まっ

ているんだけど、公共施設の整備については多額の費用が必要なんだ。

例えば、道路、排水路、小・中学校などの施設は長期間使用されること

から将来利用する世代にも負担してもらう必要があるんだ。だから、国

や銀行などの金融機関から資金を借り入れて事業を行い、長期的に返済

していくんだ。災害復旧事業についても、一時的な支出の上昇を防ぐた

め資金を借り入れることができるんだ。

【館山くん】

　どういうときに資金を借りることができるんですか？

【財政博士】

　そういうことだね。これまで説明してきた「人件費」、「扶助費」と

この「公債費」のことを「義務的経費」と呼んでいて、必ず支払わな

ければいけないものなんだ。

【館山くん】

　ということは、資金を借りている限り、公債費は発生するんですね。

【財政博士】

　公債費のほとんどは経常的な一般財源によるものなんだ。ここ数年

は借り入れ額を極力減らしていて借り入れ残額（「地方債現在高」とい

う）は減少しているし、過去に借り入れた高い利息の資金の返済も終

わっているので、少しずつだけど毎年の公債費は減少傾向にあるんだ。

　これからも、将来の財政負担を考えて適切な規模での資金の借り入

れを行っていく必要があるんだよ。

【館山くん】

　公債費はこれからどうなっていくんですか？



7 だん暖たてやま

　上のグラフは、平成 15 年度以降の公債費（返済）、地方債（借り入れ）、地方債残高の推移を表した

ものです。

　公債費はここ数年 20 億円前後を推移しており、その財源のほとんどが経常的な一般財源によるもの

です。一方、地方債の発行額を見ると平成 18 年度を境に増加していますが、これは小中学校の耐震化

事業などによるものです。

　地方債とは、道路の新設改良や排水整備、学校や公民館などの施設の新改築や大規模改修など、いわ

ゆる公共の施設の整備に対して発行を認められるもの（「一般会計債」）のほか、災害復旧事業のような

突発的に多額の費用に充てるために発行するもの（「災害復旧債」）、地方交付税の振り替わりで地方債

による補てん措置として発行できるものや、国の税制改正などにより一時的に地方公共団体の収入が減

る場合などに発行できるもの（「臨時財政対策債」等）など、大きく分けて３つあります。一般会計債

は事業費に、臨時財政対策債等は国の動向に応じて増減しますが、ここ最近の傾向では臨時財政対策債

等の発行額が大きな割合を示しています。

　また、国では歳入不足を補てんするため「赤字国債」を発行していますが、地方公共団体では収入が

不足したことによる、いわゆる「赤字地方債」の発行は認められていません。

公債費と地方債の推移

　経常的な支出の中で、『人件費』、『扶助費』、『公債費』の 3 つを義務的経費といい、家計に置

き換えると、『食費』、『医療費』、『借金の返済』になります。義務的経費は「必ず支払うべきもの」

であり、任意に減らすことができない経費です。この 3 つの経常収支比率を合わせると 57.7％

となり、全体の約 6 割です。

　次回は、各種団体に対しての補助金や繰出金について解説します。

201918171615
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お 知 ら せ

館山市長　金丸　謙一

市民と行政が一体となった
　『元気あふれるまちづくり』

　新年明けましておめでと

うございます。皆様には、

健やかな新春をお迎えのこ

ととお喜び申し上げます。

就任 4 年目を迎えた本年

も、事業の必要性と緊急性

を十分見極めながら、行財

政改革を進めるとともに、

経済活性化策のさらなる推

進を図ってまいります。

　今、館山市を取り巻く状況は、交通アクセスの向上と

休日の高速道路料金値下げや東京湾アクアライン通行料

800 円化と相まって、週末を中心に交流人口が大幅に

増加しており、安房地域全体のポテンシャルも飛躍的に

高まっております。

　館山市としましても、これを「千載一遇のチャンス」

と捉え、地域活性化につながる事業を積極的に展開して

まいります。

　本年 3 月末には、待望していた「日本一」と言える

長さ 500 ｍの『多目的観光桟橋』の完成が予定されて

おり、その基部ではターミナル機能を担う館山港交流拠

点『渚の駅』が一部供用開始となります。

　海と陸との結節点となるこの場所を観光振興の核とし

て、また『安房地域の海へ、陸への玄関口』として、各

観光スポットと結ぶなど、観光客誘致を図ります。

また、『シンボルロード整備事業』は、平成 22 年度完

成を目指し、歩道・車道の整備、道路照明や植栽などの

工事を進め、渋滞緩和と安全で快適な道路空間の創出を

図ってまいります。

　さらに、3 市 1 町による『南房総地域観光圏』を軸に、

里海・里山の魅力を最大限に活かしながら、ウエルネス

ツーリズムを推進するとともに、教育、福祉等での整備

充実にも取り組みながら、自然・歴史・文化・スポーツ

を基とした精神並びに経済の自主・自立を目指してまい

ります。

　『ふるさと館山』のさらなる発展を願い、市民の皆様

と我々行政が協働し、一体となって、『元気あふれるま

ちづくり』を推進するため、本年も全力で取り組んでま

いりますので、一層のご理解とご協力をお願い申し上げ、

年頭の挨拶といたします。

入
札
参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付
を
開
始

　

平
成
22
年
度
の
入
札
参
加
資
格

申
請
の
追
加
受
付
を
２
月
１
日

（
月
）
か
ら
始
め
ま
す
。
市
の
受

注
を
希
望
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は

平
成
22
年
度
の
１
年
間
（
平
成
22

年
６
月
１
日
～
平
成
23
年
５
月
31

日
）
で
す
。

　

申
請
書
作
成
要
領
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
付
期
間
／
２
月
１
日
（
月
）

～
26
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

　

受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

受
付
業
種
／
①
建
設
工
事
、
②

測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
、
③
物
品
供
給
等

　

問
合
せ
／
管
財
契
約
課
（

22

―
３
２
９
６
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
か
っ

て
ほ
し
い
人
「
お
ね
が
い
会
員
」

と
、預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
「
ま

か
せ
て
会
員
」
が
、
相
互
に
子
育

て
の
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

お
ね
が
い
会
員
、
ま
か
せ
て
会

員
い
ず
れ
も
、
事
前
の
会
員
登
録

が
必
要
で
す
。
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
登
録
説
明
会
に
参
加
す
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

対
象
／
【
お
ね
が
い
会
員
】
市

内
在
住
の
、
生
後
３
か
月
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
も
つ

保
護
者
【
ま
か
せ
て
会
員
】
市
内

在
住
の
、
健
康
で
援
助
活
動
に
理

解
と
熱
意
を
も
つ
20
歳
以
上
の
人

　

利
用
で
き
る
内
容
／
保
育
施
設

の
開
始
時
間
ま
で
の
間
や
終
了
時

間
後
の
子
ど
も
の
預
か
り
、
学
童

保
育
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り
、
保
育
施
設
へ
の
子
ど

も
の
送
迎
、
外
出
時
の
子
ど
も
の

預
か
り

※
子
ど
も
の
預
か
り
は
、
原
則
と

し
て
ま
か
せ
て
会
員
の
自
宅
で
行

い
ま
す
。

　

利
用
料
金
／
【
月
～
金
曜
日
の

午
前
７
時
～
午
後
７
時
】
１
時
間

当
た
り
700
円
【
土
・
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
、
前
記
の
時
間
外
】
１

時
間
当
た
り
900
円

　

問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（

23
―

３
１
１
４　

元
気
な
広
場
内
）

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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破砕ごみの受け入れを一時休止
　清掃センターの可燃物破砕機が修理のため、2 月

11 日（木）～ 13 日（土）の 3 日間、運転を停止し

ます。期間中は枝、草、畳、布団などの可燃性破砕

ごみの自己搬入ができませんので注意してください。

　問合せ／清掃センター（ 23 － 3033）

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
〝
農
林
業
の
国
勢
調
査
〟
と
い

わ
れ
る
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
、
２
月
１
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
農
林
業
セ
ン

サ
ス
は
、
わ
が
国
の
農
林
業
の
生

産
構
造
や
就
業
構
造
、
農
山
村
地

域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
る
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
、
農
林
業
を
営

む
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記

入
な
ど
、
調
査
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

　

調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記

入
し
た
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（

22
―

３
１
６
８
）

　

市
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納

を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
窓

口
や
金
融
機
関
な
ど
に
加
え
、
全

国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
休
日
・
夜
間
の
支
払
い
も
可

能
と
な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

取
り
扱
い
は
第
５
期
分
（
１
月
納

期
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
こ
の
た

下
水
道
使
用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始

め
、
納
入
通
知
書
と
督
促
状
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納

用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
加
わ
る
ほ

か
、
裏
面
に
支
払
い
可
能
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
名
が
記

載
さ
れ
る
な
ど
、
書
式
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

変
更
前
の
納
入
通
知
書
と
督

促
状
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
／
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（

22
―
３
６
６
１
）、

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（


25
―
７
３
１
１
）

ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
費
用

シ
リ
ー
ズ　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に　

①

館
山
市
の
「
ご
み
の
状
況
」
に
つ
い
て
何
回
か
に
分
け
て
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
、
新
た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
加
わ
り
、
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
資
源
ご
み
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

可
燃
ご
み
の
搬
出
量
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
を
分
別
収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
石
油
な
ど

の
天
然
資
源
の
消
費
抑
制
、
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
等
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
ご
み
処
理
の
費
用
と
い
う

視
点
で
考
え
た
場
合
、多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
財
政
が
苦
し
い
中
、

経
費
削
減
の
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化
は
、
今
後
も
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

問
合
せ
／
環
境
課
（

22
―
３
３
５
４
）

ごみ処理経費のうち、リサイクルのための費用

1年間で約2億7,000万円（平成21年度見込み）

“新”

⑤ 7,000 万円
④ 700 万円

① 6億円

③ 3,200 万円

8 億 6,600 万円

② 1億 5,700 万円 平成 21 年度
ごみ処理経費

見込み

凡例

①：可燃ごみ

②：不燃物

③：ペットボトル、白色トレイ

④：古紙（紙パック含む）

⑤：プラスチック製容器包装、発泡スチロール
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お 知 ら せ

問合せ／館山市図書館（ 22 － 0701）

いい本あるある!
移動図書館
「わかしお号」

純真保育園前

温水プール前

船形小学校

( 船形地区公民館前 )

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬地区公民館

大田区立館山さざなみ学校

安房神社鳥居前

ふれあいショップ平砂浦

中里ワークホーム

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

九重小学校

（九重保育園）

駐　車　場

10:10 ～ 11:00

11:10 ～ 11:30

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

13:30 ～ 13:45

14:10 ～ 14:25

14:10 ～ 14:25

13:30 ～ 13:45

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

10:10 ～ 10:25

10:35 ～ 11:05

11:15 ～ 11:30

13:40 ～ 13:55

12:40 ～ 13:10

14:10 ～ 15:40

14:10 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

10:25 ～ 11:05

11:15 ～ 11:35

13:25 ～ 13:45

14:00 ～ 14:30

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

10:20 ～ 11:00

13:20 ～ 13:40

13:50 ～ 14:20

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

13:10 ～ 13:30

13:30 ～ 14:00

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

時　間　2 月
2

16

2

16

2

16

2

16

2

16

3

17

3

17

3

17

4

23

4

23

4

23

9

24

9

24

10

25

10

25

10

25

9

24

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止する
ことがあります。

　　　2月の巡回場所

崖観音下

稲原集会所前

那古小学校

館山小学校

西岬小学校

神戸小学校

富崎小学校

館野小学校

豊房小学校

豊房幼稚園

神余小学校

公
共
下
水
道
の
市
指
定
工
事
店

　

公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
は
、
次
の
16
業
者
が
指

定
の
取
り
消
し
に
な
り
、
登
録

業
者
数
は
12
月
１
日
か
ら
87
業

者
に
な
り
ま
し
た
。

　

宅
地
内
の
公
共
下
水
道
排
水

設
備
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
の
取
り
消
し
に
な
っ
た

業
者
／
和
泉
建
設
（
株
）（
南
房

総
市
富
浦
町
深
名
１
４
６
２　


33
―
３
５
７
１
）、（
有
）
石

井
管
工
（
茂
名
187
―
１　


28

―
１
５
６
０
）、
松
下
設
備
工
業

（
南
房
総
市
千
倉
町
大
貫
893
―
４

　


44
―
２
５
３
９
）、
房
州
設

備
（
株
）（
南
房
総
市
白
浜
町
乙

浜
492　


38
―
２
２
０
０
）、
小

澤
建
設
（
株
）（
南
房
総
市
白
子

831　



46
―
２
５
０
５
）、
三

浦
建
設
（
株
）（
南
房
総
市
和

田
町
海
発
１
５
１
８
―
３　



47
―
２
５
１
１
）、
ス
ギ
タ
商

会
（
鴨
川
市
大
里
539
―
１　



04
―
７
０
９
２
―
３
７
８
７
）、

勝
建
設
（
株
）（
鋸
南
町
下

佐
久
間
３
５
６
２
―
２　



55
―
１
６
７
７
）、（
株
）
堀

江
商
店
（
船
形
588　



27
―

２
１
９
１
）、（
有
）
芙
蓉
建
設

（
笠
名
１
１
１
８
―
２　


23
―

４
９
０
８
）、（
株
）
ヤ
マ
ナ
カ

（
下
真
倉
１
０
１
１　


22
―

４
１
９
４
）、（
株
）
タ
テ
カ
ン

（
八
幡
621　


22
―
４
１
２
１
）、

島
田
土
木
（
株
）（
北
条
317
―
７

　


22
―
７
８
２
４
）、
大
鵬
建

設
（
株
）（
北
条
220
―
１　


22

―
１
９
４
３
）、（
株
）
丸
十
田

中
工
務
店
（
北
条
２
２
６
５
―

１　


22
―
０
０
０
７
）、（
有
）

吉
田
設
備
工
業
（
南
房
総
市
白

浜
町
滝
口
４
２
８
４
―
２　



38
―
３
８
３
３
）

　

問
合
せ
／
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（

22
―
３
６
６
１
）

肝
臓
機
能
障
害
を
持
つ
皆
さ
ん
へ

　

重
い
肝
臓
機
能
障
害
の
患
者
の

中
で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

人
を
身
体
障
害
者
と
認
定
し
、
４

月
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
行
い
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
は
、
２
月
か
ら
福

祉
課
で
行
い
ま
す
。
申
請
に
は
、

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請

書
、
②
本
人
の
写
真
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
）
１
枚
、
③
肝
臓
機
能
障

害
の
指
定
医
の
診
断
書
が
必
要
で

す
。
各
用
紙
は
福
祉
課
で
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
し
ま
す

か
は
、
検
査
数
値
、
治
療
の
既
往
、

症
状
に
よ
り
ま
す
の
で
、
指
定
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣
市

町
の
指
定
医
は
、
広
報
「
だ
ん
暖

た
て
や
ま
」
２
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（

22
―

３
４
９
２
）

1 月 1 日から、市役所の受付時間（開庁時間）が午前 8 時 30 分から
午後 5 時までとなります。問合せ／総務課（ 22 － 3953）
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館
山
湾
の
洞
窟
遺
跡
群
は
、
縄

文
時
代
に
は
漁
民
の
生
産
・
生
活

の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
古
墳
時

代
に
は
墓
所
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
大
寺
山
洞
窟
遺
跡
で

は
、
わ
が
国
で
初
め
て
遺
体
や
副

葬
品
を
乗
せ
た
丸
木
舟
が
積
み
重

ね
ら
れ
置
か
れ
た
「
舟

し
ゅ
う
そ
う

葬
」
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
か
い
し
ょ
く

食
洞
窟
を
利
用
し
た
洞
窟
墓

は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
知
ら
れ
て

き
た
古
墳
時
代
の
葬
法
と
は
か
け

離
れ
て
い
ま
す
。〝
古
墳
〟
時
代

と
呼
ば
れ
る
時
代
に
、
古
墳
を
墓

館
山
湾
の
洞
窟
遺
跡

▲大寺山洞窟遺跡で見つかった舟葬

と
し
な
い
有
力
者
が
、
館
山
湾
を

は
じ
め
と
す
る
沿
岸
地
域
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

開
催
期
間
／
２
月
６
日
（
土
）

～
３
月
14
日
（
日
）

　

休
館
日
／
月
曜
日

　

観
覧
料
／
一
般
500
円
、
小
・
中
・

高
校
生
250
円
（
特
別
期
間
中
の
た

め
、
特
別
料
金
）

※
20
人
以
上
の
団
体
の
場
合
一
般

300
円
、
小
・
中
・
高
校
生

150
円
。

市
民
割
引
料
金
あ
り
。

【
講
演
会
】

　

日
時
／
２
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

テ
ー
マ
／
「
海
上
他
界
観
と
海

食
洞
窟
墓
～
舟
葬
説
再
論
」

　

講
師
／
岡
本
東
三
氏
（
千
葉
大

学
文
学
部
教
授
）

【
展
示
解
説
会
】

　

日
時
／
２
月
６
日
（
土
）、
３

月
６
日
（
土
）
両
日
と
も
午
後
１

時
30
分
～

※
講
演
会
、
展
示
解
説
会
の
参
加

に
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

　

問
合
せ
／
市
立
博
物
館
（

23

―
５
２
１
２
）

市
制
施
行
70
周
年
記
念
特
別
展

―
棺
に
な
っ
た
舟
。
黄よ

み泉
の
国
へ
の
憧
憬
―

お
知
ら
せ

クラブわかしお定期スポーツ教室 22年 2月の活動予定　問合せ／スポーツ課 ( 22－3696)

若潮ホール

第三中学校柔道場

南総文化ホール前

市民体育館

市民体育館

市民体育館

市民体育館

市民体育館

中央公園

温水プール

渡辺ダンススタジオ

市民体育館

千倉Ｂ＆Ｇグラウンド

館山小学校校庭

若潮ホール

若潮ホール

若潮ホール

若潮ホール

コミセン 2 階調理室

コミセン和室

　　　　種　　目　　　　 対　　象　　　　　 活　動　日         　 　 時　　間　　　　会　　　場
太極拳（2 期生募集中）

合気道

ジョギング・ウォーキング

ソフトバレーボール

バレーボール・ソフトバレー

卓球

バドミントン

野球塾

グラウンドゴルフ

水泳

ヒップホップダンス

キッズサッカー

女子フットサル

軟式野球

健康体操

タップダンス

リズム＆ストレッチ

セルフリフレクソロジー

クッキング　( 予約制 )

からだの風水

誰でも

小学生以上

誰でも

小学生以上

小学生以上

小学生以上

小学生以上

小学生以上

小学生以上

成人

小学生以上

小学生以下の親子

小学生以上

小学生以上

誰でも

誰でも

誰でも

誰でも

誰でも

誰でも

  9:30 ～ 11:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:00

19:30 ～ 21:00

19:30 ～ 21:00

19:30 ～ 21:15

19:30 ～ 21:15

19:00 ～ 20:30

13:00 ～ 15:00

15:30 ～ 16:30

20:30 ～ 21:30

17:00 ～ 18:30

  9:00 ～ 12:00

  8:00 ～ 10:00

13:00 ～ 16:00

13:00 ～ 16:00

13:00 ～ 16:00

13:00 ～ 16:00

14:00 ～ 15:30

19:30 ～ 20:45

19:30 ～ 20:45

13:30 ～ 14:30

13:00 ～ 16:00

10:30 ～ 11:30

5日、12日、19日、26日(金)

4日、11日、18日、25日(木)

5日、19日(金)

1日、15日(月)

22日(月）

10日、24日(水)

3日、17日(水）

8日(月)

3日、10日、17日、24日(水)

5日、12日、19日、26日(金)

19日、26日(金)

11日(木)、20日(土)

2日、9日、16日、23日(火)

6日、13日、20日、27日(土）

3日、10日、17日、24日(水)

4日、18日、25日(木）

1日、8日、15日、22日(月)

2日、16日(火）

9日、23日(火)

12日(金)

14日(日）

13日(土）

ソシアルダンス 誰でも

若潮ホール

豊津ホール

7 日 ( 日 )

21 日 ( 日 )

＊『からだの風水』はコミュニティセンター和室で行います。持ち物：バスタオルまたはヨガマット。
＊ソシアルダンスは火曜日、土曜日に初心者コーナーを設けましたので、興味のある方はぜひ参加して下さい。
＊太極拳は第 2 期生を募集しています。申し込みは、活動日時に若潮ホールまで直接来てください。
＊ 21 日のキッズサッカー教室は、南房総キッズサッカーフェスティバルに参加します。



12平成 22年1月15日

募 集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
放
送
大
学
で
は
現

在
、
平
成
22
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
、

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
。

　

募
集
学
生
の
種
類
／
【
教
養
学

部
】
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
全
科

履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）【
大
学
院
】
修
士

科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）、
修
士
選
科

生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

　

出
願
期
限
／
２
月
28
日
（
日
）

　

資
料
請
求
・
問
合
せ
／
放
送
大

学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
（

043
―

298
―
４
３
６
７
）

放
送
大
学
で
４
月
入
学
生
を
募
集

非
常
勤
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
中

　

市
で
は
、
非
常
勤
職
員
の
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事

前
に
登
録
し
て
も
ら
い
、
各
部
署

で
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
非
常
勤

職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人
の
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
①
活
字
印
刷
文
へ

の
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
②

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。

　

主
な
登
録
職
種
／
一
般
事
務
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど

　

勤
務
時
間
／
週
38
時
間
45
分
の

範
囲
内
で
、
職
種
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

　

賃
金
／
一
般
事
務

874
円
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭

967
円
な
ど

　

申
込
方
法
／
非
常
勤
職
員
登
録

申
請
書
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

で
可
。
写
真
を
貼
付
す
る
こ
と
）、

免
許
状
の
写
し
（
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
な
ど
、
資
格
を
必
要
と
す

る
場
合
の
み
）
を
持
参
の
上
、
総

務
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（

22
―

３
９
５
３
）

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
児
童
の

育
成
や
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る

た
め
、
今
後
の
５
か
年
の
行
動
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

「
館
山
市
次
世
代
育
成
支
援
（
後

期
）
行
動
計
画
」
の
素
案
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

　

対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
人

　

意
見
の
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（
月
）
～
19
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
19
日
（
金
）

必
着

　

計
画
書
の
閲
覧
場
所
／
こ
ど
も

課
、
市
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
菜

の
花
ホ
ー
ル
、
豊
津
ホ
ー
ル
、
若

潮
ホ
ー
ル
、
元
気
な
広
場

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
／
住
所
ま
た

は
勤
務
先
・
学
校
の
所
在
地
と
名

称
、
氏
名
ま
た
は
団
体
名
、
意
見

本
文
を
記
入
の
上
、
こ
ど
も
課
に

持
参
す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
記
入
用

紙
が
必
要
な
人
は
、
閲
覧
場
所
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
・
問
合
せ
／
〒
294
―

８
６
０
１　

北
条
１
１
４
５
―
１

　

こ
ど
も
課
（

22
―
３
４
９
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
３
１
１
５
、
Ｅ
メ
ー

ルko
d
o
m

o
@

city.ta
te

y
a
m

a
.

c
h
ib

a
.jp

）

ショウブの苗の
　 寄附を募っています

　市では、城山公園の孔
くじゃく

雀園内に植えるショウブ

の苗を分けてくださる人を探しています。

　孔雀園内の池で飼育していた黒鳥が、昨年 9

月から南房パラダイスで飼育されることになったた

め、池の跡にショウブの苗を植えることになりまし

た。

　ショウブの苗を寄附し、

市民の皆さんに親しまれる

公園づくりに協力してくださ

る人は、都市計画課まで

連絡してください。

　締切／ 2 月15 日（月）

　問合せ／都市計画課（

22 － 3612）

次
世
代
育
成
支
援
（
後
期
）
行
動
計
画
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写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　

東
海
汽
船
（
株
）
が
運
航
す
る

高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
『
セ
ブ
ン
ア
イ

ラ
ン
ド
』
が
早
春
の
２
月
か
ら

４
月
に
か
け
て
、
館
山
港
を
拠
点

に
２
航
路
の
季
節
運
航
を
行
い
ま

す
。
客
船
等
歓
迎
委
員
会
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、

原
則
と
し
て
Ａ
４
か
ら
４
つ
切

（
ワ
イ
ド
４
つ
切
も
可
）

　

規
定
／
①
２
月
６
日
（
土
）
か

ら
４
月
４
日
（
日
）
ま
で
に
館
山

湾
で
『
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
』
を

撮
影
し
た
も
の
で
、
１
人
２
点
ま

で
。
②
入
賞
し
た
作
品
に
つ
い
て

は
原
版
（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ー
タ
）
を
提
出
（
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）。
③

応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

不
可
。

　

賞
／
最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

１
人
、
入
賞
２
人
に
、
客
船
等
歓

　うまうま（離乳食）学級では、保健推進員と一

緒に離乳食を作るほか、管理栄養士や保健師が個

別相談に応じます。妊婦さんとのフリートーキン

グもあります。また、別室で赤ちゃんを預かります。

　日時／ 2 月 10 日（水）13:15 ～ 15:30

うまうま（離乳食）学級

ママと赤ちゃん一緒にどうぞ！

迎
委
員
会
と
東
海
汽
船
（
株
）
か

ら
表
彰
と
賞
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
当
選
者
以
外
の
人
に

は
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
（
題
目
、
撮
影
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
）
を
記
入
し
て

写
真
の
裏
面
に
貼
り
付
け
、
持
参

ま
た
は
郵
送
（
メ
ー
ル
便
も
可
）

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
役
所
内
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
課
の
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必
要

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
応

募
用
紙
以
外
の
紙
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

　

応
募
締
切
／
４
月
30
日
（
金
）

聾
学
校
幼
稚
部
の
入
学
者
を
募
集

必
着

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
３
６　

館
山
１
５
６
４
―
１

　

客
船
等
歓
迎
委
員
会
事
務
局

（
旧
安
房
博
物
館
内
）（

22
―

３
６
０
６
）

学生寮の寮生を募集
　
（
財
）
県
育
英
会
館
で

は
、
学
生
寮
の
寮
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
県
民
の

子
弟
で
、
平
成
22
年
度

に
４
年
制
大
学
に
入
学

予
定
の
男
子
学
生
ま
た

は
既
に
大
学
に
在
学
し

て
い
る
男
子
学
生

　

募
集
人
数
／
約
16
人

（
新
１
年
生
を
主
と
し
て

募
集
）

　

在
寮
期
間
／
平
成
23

年
３
月
ま
で

　

県
立
館
山
聾
学
校
で
は
、
幼
稚

部
の
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。
２

月
19
日
（
金
）
ま
で
随
時
、
入
学

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
平
成
16
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
、
聴
覚
・
言
語
・
発

達
な
ど
に
障
害
の
あ
る
幼
児

　

募
集
人
員
／
３
歳
児
、４
歳
児
、

５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

　

提
出
書
類
／
入
学
願
書
、
障
害

を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の

　

受
付
期
間
／
２
月
１
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

　

入
学
選
考
／
２
月
25
日
（
木
）

※
入
学
許
可
候
補
者
の
保
護
者
へ

３
月
４
日
（
木
）
に
通
知
し
ま
す
。

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
５
５　

那
古
１
６
７
２
―
７

　

県
立
館
山
聾
学
校
（

27
―

２
４
９
０
）

　会場／市保健センター（コ

ミュニティセンター 2 階）

※受付は 1 階和室で行います。

　持ち物／母子手帳、エプロ

ン、三角巾

※赤ちゃんが参加する時はバ

　

所
在
地
／
市
川
市
国
府
台
１
―

５
―
20

　

寮
費
／
月
額
約
３
万
９
千
円

（
朝
夕
食
事
込
み
）

　

受
付
期
限
／
３
月
12
日
（
金
）

　

選
考
日
／
【
第
１
回
】
２
月

24
日
（
水
）【
第
２
回
】
３
月
18

日
（
木
）

　

問
合
せ
／
（
財
）
県
育
英

会
館
学
生
寮
（


047
―

372
―

９
８
４
６
）

『
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
』
運
航
記
念

スタオルや赤ちゃんに必要なものも持参してくだ

さい。

　申込み・問合せ／健康課（ 23 － 3113）

▲昨年の最優秀賞作品「大歓迎」
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安
房
地
方
公
民
館
連
携
講
座

　

安
房
地
方
の
こ
と
を
知
り
た

い
、
学
び
た
い
と
い
う
人
を
対
象

に
館
山
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総

市
、
鋸
南
町
の
公
民
館
が
連
携
し

て
、
ふ
る
さ
と
安
房
に
つ
い
て
学

ぶ
「
見
た
り
・
聞
い
た
り　

安
房

の
国
」。
各
市
町
の
公
民
館
が
１

回
ず
つ
担
当
す
る
全
４
回
の
講
座

で
、
最
終
回
の
今
回
は
鋸
南
町
で

開
催
し
ま
す
。
鋸
南
町
ま
で
は
、

市
生
涯
学
習
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ

て
移
動
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
菱
川
師
宣
と
故
郷

房
州
保
田
」
と
題
し
、
午
前
中
は

第
４
回
「
見
た
り
・
聞
い
た
り 

安
房
の
国
」

中
央
公
民
館
で
講
義
、
午
後
か
ら

は
菱
川
師
宣
記
念
館
の
見
学
・
誕

生
の
地
を
訪
ね
ま
す
。
記
念
館
で

は
町
の
誕
生
50
周
年
記
念
「
浮
世

絵
特
別
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　

日
時
／
２
月
４
日
（
木
）
午
前

９
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

合
、
午
後
４
時
30
分
解
散

　

場
所
／
鋸
南
町
立
中
央
公
民

館
、
菱
川
師
宣
記
念
館
、
菱
川
師

宣
誕
生
地
、
別
願
院
、
保
田
海
岸

　

講
師
／
笹
生
浩
樹
氏
（
菱
川
師

宣
記
念
館
学
芸
員
）、
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

　

服
装
／
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴

　

持
ち
物
／
昼
食

　

参
加
費
／
500
円
（
菱
川
師
宣
記

念
館
入
館
料
、
傷
害
保
険
料
）

　

定
員
／
25
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　

申
込
締
切
／
１
月
28
日
（
木
）

　

申
込
み･

問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（

23
―
３
１
１
１
）

シ
リ
ー
ズ
『
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
』
参
加
者
募
集

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
央
公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
『
わ
く
わ
く
サ
ー
ク

ル
』
と
は
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル

で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
た
ち
が
講

師
に
な
っ
て
、
長
年
培
っ
た
経
験

や
技
術
を
生
か
し
、
初
心
者
向
け

に
教
室
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
趣
味
と
の
出
会
い
、
新

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
を
期
待
し

て
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
い
ず
れ
も
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（

23
―
３
１
１
１
）

▲『わくわくサークル』日程

種類

絵画

（油絵）

南米

民俗音楽

ガーデニ

ング

サークル名

ニーハオ中

国語

人形劇あわ

の実

ビエント・

インカイコ

ふれあい花

壇の会

館 山 太 極

道交会

開催日

2 月 6 日、13 日、

20 日、27 日（土）

2 月 17 日、24 日、

3 月 24 日ほか（水）

2 月 5 日、12 日、

19 日、26 日（金）

2 月 2 日、9 日、

16 日、23 日（火）

2 月 6 日、13 日、

20 日、27 日（土）

2 月 10 日、24 日、

3 月 10 日ほか（水）

2 月 4 日、18 日、

25 日（木）

時間

19:00

～ 21:00

19:00

～ 21:00

19:00

～ 21:00

10:00

～ 12:00

19:00

～ 21:00

13:30

～ 15:00

19:00

～ 21:00

19:00

～ 21:00

木彫り

中国語

人形劇

日本舞踊

太極拳

絵
かいゆう

友

きつつき会

笹の会 未定（金）

再就職サポートセミナー

　「育児や介護などでしばらく仕事から離れ

ているけれど、再び仕事をしたい」と考えて

いる女性を対象に、再就職活動の不安を取

り除くためのセミナーを開催します。

　セミナー参加者のために、生後 6 か月か

ら就学前児を無料で預かる託児サービス（定

員15人）も行っています。利用を希望する

人は事前に予約をしてください。

　このセミナーは、雇用保険の求職活動と

して認められています。

　日時／2月4日（木）【セミナー】10:00 ～

12:00【グループ相談会】13:00 ～14:30

※セミナーのみ、グループ相談会のみの参

〝チャレンジママ〟の

加も可能です。

　場所／コミュニティセン

ター２階第２学習室

　定員／ 30人（先着順）

　参加費／無料

　持ち物／筆記用具

　申込み・問合せ／（財）

21世紀職業財団千葉事

務所（ 043 －224 －

0761）
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家
族
と
学
ぼ
う
応
急
手
当

　

亀
田
総
合
病
院
で
は
、
応
急
手

当
春
期
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま

す
。い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
つ
、

応
急
手
当
法
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

　

日
時
／
２
月
27
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午

　

場
所
／
亀
田
総
合
病
院
教
育

棟
３
階
研
修
室

　

内
容
／
講
演
「
季
節
性
と
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ち
が
い
。
～

家
族
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
ら
～
」、応
急
手
当
法
（
包

応
急
手
当
春
期
基
礎
講
座

帯
法
、
搬
送
法
な
ど
）

　

対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

　

費
用
／
２
人
１
組
の
場
合

１
千
500
円
、
単
身
の
場
合
１
千
円

（
資
料
代
、
材
料
費
含
む
）

　

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
で
申

込
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
を

貼
付
し
、
宛
名
を
記
入
）
を
同
封

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
締
切
／
２
月
13
日
（
土
）

必
着

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
296
―

８
６
０
２　

鴨
川
市
東
町
929　

亀

田
総
合
病
院
継
続
学
習
セ
ン
タ
ー

応
急
手
当
係
（

04
―
７
０
９
９

―
１
３
１
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
04
―

７
０
９
９
―
１
１
９
５
）

初
心
者
の
浮う

き
し
ょ
え
ぼ
り

書
絵
彫
教
室

　

乾
い
た
孟
宗
竹
に
墨
で
花
や

鳥
、
浮
世
画
を
透
写
し
、
彫
刻
刀

で
彫
り
上
げ
る
技
術
を
学
び
ま

す
。

　

日
時
／
１
月
25
日
（
月
）、
２

月
８
日
（
月
）、
22
日
（
月
）、
３

月
１
日
（
月
）
各
日
と
も
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　

講
師
／
小
林
敬

け
い
し
ゅ
う

舟
氏

　

対
象
／
一
般
成
人

　

定
員
／
16
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　

費
用
／
１
作
品
あ
た
り
500
円
程

度
（
材
料
費
）

　

持
ち
物
／
タ
オ
ル

　

申
込
締
切
／
１
月
23
日
（
土
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
北
条
地
区

公
民
館
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　


24
―
１
５
１
５
）

第4回館山シニア選手権卓球大会
　日時／3月7日（日）9:00 競技開始

　場所／市営市民体育館

　種目／第1部（50 歳以上）男女の部、第 2 部（60

歳以上）男女の部、第 3 部（70 歳以上）男女の部

　対象／市内在住または在勤で、2月28日現在の

年齢が 50 歳以上の人

50 歳以上の参加者募集

　締切／ 2 月12 日

（金）17:00 必着

　申込み・問合せ／

〒 294 － 0032　

笠名1411　加藤博

晃（ 22－ 6090）

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て

　

中
央
公
民
館
で
は
、
万
が
一
の

事
故
に
備
え
、
応
急
手
当
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
心
肺
蘇
生
法
の

技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
人
工

呼
吸
法
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
の

実
技
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
中
心

と
し
た
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
３
時
間
の
講
習
を
受
講

し
た
人
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

　

日
時
／
２
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
和
室

　

対
象
／
中
学
生
以
上
の
市
民
、

市
内
在
勤
・
在
学
の
人

　

定
員
／
30
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
125
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

講
師
／
館
山
消
防
署
職
員

　

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装
（
ス

カ
ー
ト
不
可
）

　

申
込
締
切
／
２
月
４
日
（
木
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（

23
―
３
１
１
１
）

北
条
地
区
公
民
館
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子ども市民大学
プログラムの内容については各問合せ先まで

２月のプログラム

問合せ／生涯学習課（ 22―3698）

日　　時 プログラム（会場等）

毎日曜日祝

日

甲冑を着よう
（観覧料として小中高生 80 円、一般 150 円
 市外の場合は小中高生 150 円、一般 300 円）

おはなし会毎土曜日

コ ー ス

しろやまコース

信

ぶんがくコース

孝

問 合 せ 先

館山市立博物館
 23 － 5212

館山市図書館
 22 － 0701

定員・対象

入館者

小学生
30 人

10:30

～ 15:00

14:00 ～

13 日

（土）

6 日

（土）

20 日

（土）

たてやまワクワク探検隊

～房大山ハイキング～

将棋教室

プラネタリウム「冬の夜空は最高♪」
（参加費 200 円）

囲碁教室

特別展　解説会
※要特別展観覧料

パネルシアター教室

14 日

（日）
森のスイーツ　バームクーヘンをつくろう

（参加費 750 円）

13 日 ( 土 )
～

14 日 ( 日 )

房州時間 vol.2　海辺の鑑定団とゆく　海辺の化石ツアー
（参加費 1 組 15,000 円　※ 1 組：保護者 1 人＋
子ども 1 人、1 人追加ごとに 6,500 円加算）

囲碁教室

パネルシアター教室

岬の楽校　3 学期②
春をたべよう　畑のポタージュづくり

（参加費 1,000 円）21 日

（日） ホダ木作り
（参加費 500 円）

27 日

（土）
将棋教室

わんぱくコース

悌

自然となかよしコース

仁

わんぱくコース

悌

しろやまコース

信

わんぱくコース

悌

わんぱくコース

悌

自然となかよしコース

仁

自然となかよしコース

仁

わんぱくコース

悌

わんぱくコース

悌

自然となかよしコース

仁

鳥となかよしコース

孝

わんぱくコース

悌

館山市中央公民館
 23 － 3111

大房岬少年自然の家
 33 － 4561

館山市中央公民館
 23 － 3111

館山市立博物館
 23 － 5212

館山市中央公民館
 23 － 3111

館山市中央公民館
 23 － 3111

大房岬少年自然の家
 33 － 4561

大房岬少年自然の家
 33 － 4561

館山市中央公民館
 23 － 3111

館山市中央公民館
 23 － 3111

大房岬少年自然の家
 33 － 4561

館山野鳥の森
 28 － 0166

館山市中央公民館
 23 － 3111

小学生と
その保護者

どなたでも
200 人

4 歳以上

入館者

小学生以上

小学生
30 人

どなたでも 50 人
( 小学生以下

保護者同伴 )

親子

4 歳以上

小学生以上

小学生
40 人

一般 20 人
（小 3 以下
保護者同伴）

小学生
30 人

9:30 ～

13:30

～ 15:30

11:00

～ 12:00

10:00

～ 12:00

13:30

～ 14:30

13:30

～ 15:30

13:00

～ 16:00

13:00 ～

翌 12:00

10:00

～ 12:00

13:30

～ 15:30

10:00

～ 15:00

10:00

～ 12:00

13:30

～ 15:30

特別展　講演会　講師：岡本東三氏（千葉大学教授）
※要特別展観覧料

しろやまコース

信

館山市立博物館
 23 － 5212

13:30

～ 15:00
一般 60 人
（先着順）

28 日

（日）

2/6( 土 )
～

3/14( 日 )

特別展　館山湾の洞窟遺跡
―棺になった舟・黄泉の国への憧憬―
( 観覧料として小中高生 250 円、一般 500 円。市民割引料金あり )

しろやまコース

信
館山市立博物館
 23 － 5212入館者

 9:00

～ 16:45

明るい社会づくり運動フォーラム南房総
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 2 月のイベントインフォメーション
※　各行事は主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／都市計画課  22 － 3612
館山駅市民ギャラリー

日　程 催　　物　　名

平成 21 年度　環境美化ポスター入賞作品展1/19（火）～ 2/ 4（木）

主　　催　　者

環境課

 2/ 5(金 )～ 2/15(月 )

 2/16(火 )～ 2/28(日 )

水彩画展

和紙ちぎり絵作品展

OUR（アワー）・絵
ちぎり絵教室つくしの会

対象者：乳幼児とその保護者
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：土曜日、祝日、年末年始

元気な広場
（自由に遊べる屋根付き公園） 問合せ／元気な広場  23 － 3114

日　程 場　　所開催時間

2/23（火） 10:30 ～ 11:30

ハッピーファミリーの会

（子育てに関するミニ講座・

座談会）

対　　象

1歳児以上向け

内　　容

元気な広場 季節行事（ひなまつり）

*ファミリー・サポート・センター登録説明会　１月２５日（月）10:30 ～、13:30 ～　コミュニティセンター　２階小会議室

 7日（日） 

11日（木）

13日（土）

14日（日）

 

13日（土） 千葉県南総文化ホール 22-1811

期　日 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

大 

ホ 

ー 

ル

ミュージカルショー

「フレッシュプリキュア」

第 3回　安房の伝統芸能まつり

創作ミュージカル

　「ウミホタルの魔法」

有　料

こども英語発表会

健康フォーラム

南房総リハビリテーション・ケア

懇話会特別講演会

ピティナ　ピアノステップ

 14:00～ 16:00

 13:30～ 16:30

　未　　　定

　

　未　　　定

無　料

無　料

無　料

無　料

英会話クラブサビーネ 23-3394

千葉県安房健康福祉センター   22-4511

安房地域リハビリテーション

広域支援センター事務局

　　　　　　　 04-7093-1400

PTNA千葉 館山ステーション

　　　　　　　　 23-1613

問合せ／千葉県南総文化ホール  22 － 1811
南総文化ホール 12 月 11 日現在の申込み分の中より掲載。

ホームページ　http://www.nanso-bunka.jp 2 月の休館日／1日、8日、15 日、22 日

① 11:00 ～ 13:00

② 14:00 ～ 16:00  

　13:00 ～ 16:00 無　料 千葉県南総文化ホール 22-1811

千葉県南総文化ホール 22-1811
有　料28 日（日）

21日（日）

 14:00 ～ 16:00

2/ 4（木）～2/ 7(日)  10:00～ 16:00

12 月 11 日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／中央公民館  23 － 3111

コミュニティセンター

日　程 催　　物　　名開催時間 主　催　者

2/12（金）～2/15(月)  9:00 ～ 17:00

中学生の環境ポスターと「もったいない運動」作文の入

賞作品展示会　（4日は13：00～、7日は15:30まで）

生涯大南房学園同窓会作品展示会

（12 日は 12:00 ～、15 日は 12:00 まで）

千葉県生涯大学校南房学園同窓会

明るい社会づくり運動フォーラム南房総

2/13（土）～2/14(日) 春季華道展（14 日は 16:00 まで） 館山市華道連盟 9:00 ～ 17:00



症状によっては対応できない場合もあります。判断できない場
合は、当日の夜間待機施設か安房郡市消防本部（ 22 － 2233）
へ問い合わせてください。

2 月

夜間救急・休日救急

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

安房地域
医療センター
　 25 － 5111 

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

　安房地域医療センターでは、年間 365日24 時間体制で、救急患者を受け入れています。
　安房地域医療センター以外の夜間救急・休日救急の当番医は次のとおりです。夜間待機
施設として、午後 5 時から翌朝 8 時まで診療します。

 1日（月）富山国保病院 (南房総市 )	 58 － 0301

 2日（火）東条病院 (鴨川市 )	 04 － 7092 － 1207

 3日（水）小田病院（鴨川市）	 04 － 7092 － 1128

 4日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7092 － 2231

 5日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7097 － 1221

 6日（土）鋸南病院 (鋸南町 )	  55 － 2125

 7日（日）東条病院 (鴨川市 )	 04 － 7092 － 1207【休日･夜間】
 8日（月）富山国保病院(南房総市 )	  58 － 0301

 9日（火）鋸南病院 (鋸南町 )	  55 － 2125

10日（水）赤門整形外科内科(市内)	  22 － 0008

11日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7092 － 2231【休日･夜間】
12日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7097 － 1221

13日（土）小田病院（鴨川市）	 04 － 7092 － 1128

14日（日）館山病院 (市内 )	  22 － 1122【休日･夜間】
15日（月）富山国保病院 (南房総市 )	 58 － 0301

小田病院（鴨川市）	  04－ 7092－ 1128

17日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

 04－ 7092－ 2231

16日（火）東条病院 (鴨川市 )	 04 － 7092 － 1207

17日（水）小田病院（鴨川市）	 04 － 7092 － 1128
18日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7092 － 2231

19日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7097 － 1221

20日（土）赤門整形外科内科 (市内 )	 22 － 0008

21日（日）鋸南病院 (鋸南町 )	  55 － 2125【休日･夜間】
鈴木内科クリニック(市内 )	  22 － 8880【休日】

22日（月）富山国保病院 (南房総市 )	 58 － 0301

23日（火）東条病院 (鴨川市 )	 04 － 7092 － 1207【休日】
24日（水）小田病院（鴨川市）	 04 － 7092 － 1128

25日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7092 － 2231

26日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

　　　　　　　　 04 － 7097 － 1221

27日（土）鋸南病院 (鋸南町 )	  55 － 2125

28日（日）館山病院 (市内 )	  22 － 1122【休日･夜間】
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「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
22
年
度
に
発
行
す
る
広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
、
商
店
や
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告
の

掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告
の
大

き
さ
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

　

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

　
■
大
き
さ
と
広
告
料
（
１
号
あ
た

り
）

①　

縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
85

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
／
８
千
円

②　

縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
174

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
／
１
万
６
千
円

③　

縦
94
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
85

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
／
１
万
６
千
円

（
い
ず
れ
も
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
募
集
期
間
／
随
時
募
集

■
割
引
制
度
／
長
期
の
広
告
掲
載

に
は
割
引
制
度
あ
り

※
応
募
件
数
が
、
募
集
す
る
広
告

の
枠
数
（
①
の
大
き
さ
の
広
告
４

枠
分
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲
載

す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
期
間
終
了
後
は
、
広
告
枠

に
空
き
が
あ
る
場
合
は
随
時
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
掲

載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿
の
作
成

方
法
、
提
出
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

h
ttp
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w
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a
-
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a
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h
ib

a
.jp

/
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心配ごと

児童

年　金

◎一般相談員による相談
日時／毎週火曜日 ( 祝日の場合は翌日 )　
　　　　10:00 ～ 15:00
◎専門相談員による相談
日時／毎月第１、第３火曜日　　　　　
　　　13:00 ～ 15:00
対象／一般相談員の相談を受けた人、　　
　　１日４人まで
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会 ( 23 － 5068)

年金相談は 10 月で終了しました。厚生
年金にかかる請求手続きや相談は、木更
津社会保険事務所にお問い合わせくださ
い。
予約専用電話／木更津社会保険事務所

（ 0438 － 23 － 7760）
厚生年金に関する問合せ／ねんきんダイ
ヤル（0570－05－1165）、ＩＰ電話・
ＰＨＳからは（03 － 6700 － 1165）
国民年金に関する問合せ／保険給付課

（ 22 － 3418）

◎家庭関係・養育問題などの相談　
日時／月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所・問合せ／家庭児童相談室
　　　　　　　　　　（ 22 － 3496）
◎児童預かりについての相談、登録
子どもを預かってほしい人と預かること
のできる人が登録し、相互援助活動を行
います
日時／日～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所・問合せ／ファミリー・サポート・センター
　　　　（元気な広場内　 23 － 3114)

消費生活
商品やサービスの契約に伴う苦情、相談
日時／ 2 月 4 日 ( 木 )・18 日 ( 木 )
　　　9:00 ～ 16:00
場所・問合せ／商工観光課 (22－3362)

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／ 2 月 17 日 ( 水 )・24 日 ( 水 )
　　　10:00 ～ 15:00
場所／ 17 日は館野地区公民館会議室、　
　　　24 日は市民相談室
問合せ／市民相談室 (  22 － 3199)

行政相談

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／月・水・木・金曜日　
　　　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
場所・問合せ／市民相談室 (  22 － 3199)

精神保健（予約制）
不眠、イライラ、対人関係、 認知症などの心配
日時／ 2 月 2 日 ( 火 )・9 日 ( 火 )・17 日　
　　　　　( 水 )・23 日 ( 火 )
　　　2 日・9 日・17 日は 13:30 ～
　　　15:00、23 日は 14:30 ～ 16:00
場所・申込み／安房健康福祉センター　　
　　　　　　　　　　　(  22 － 4511)

● 2 月の古紙・紙パック収集日
午前 8時 30 分までに出してください

住宅・建築相談
住宅・建築に関すること、木造住宅の簡
易耐震診断、耐震補強、リフォーム、バ
リアフリーなど
日時／3 月 10 日（水）13:00 ～ 17:00
場所／館山市役所 3 号館 2 階会議室
※簡易耐震診断・耐震補強は平面図 ( 壁入
り ) を持参してください。事前申込が必要
です。
申込み ･ 問合せ／都市計画課 (  22 － 3610)

人権相談
日時／毎週水曜日　10:00 ～ 16:00
※祝日の場合は前日または後日
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室 (  22 － 0620)

生活習慣、不登校、非行の相談など　
日時／月～金曜日　9:00 ～ 16:00
場所・問合せ／中央公民館 (23 － 3111)

家庭教育

障害があることで差別や不利益な扱いを
受けた場合などの相談　
日時／月～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所／安房健康福祉センター
問合せ／安房健康福祉センター (  23
－ 6900)、県障害福祉課（FAX 043 －
222 － 4133）

障害者

介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は 9:00 ～ 17:00
　　　土曜日は 9:00 ～ 12:00
場所・問合せ／地域包括支援センター　
　たてやま（長須賀 196　25 － 7191）
　なのはな（沼 1637 － 1  22 － 1350）

介護

  古　紙

14 日（日）

27 日（土）

  7 日（日）

25 日（木）

12 日（金）

28 日（日）

  9 日（火）

23 日（火）

  8 日（月）

22 日（月）

  9 日（火）

26 日（金）

10 日（水）

24 日（水）

  紙パック

16 日（火）

   4 日（木）

  9 日 ( 火）

18 日（木）

  9 日（火）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

○古紙は新聞、雑誌、ダンボールに分　
けて搬出場所へ出してください。
○雨でも収集します。濡れないように　
ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね　
てください。
問合せ／環境課（ 22 － 3354）

電話でも相談できます
日時／月～金曜日　9:00 ～ 16:30
場所・問合せ／南房総県民センター安房　
　　　　　　　事務所内（ 22 － 7132）

交通事故

弁護士が相談に応えます。予約日にあらか
じめ相談内容をご連絡ください。
日時／2 月 19 日 ( 金 )13:00 ～ 16:00
場所／コミュニティセンター
定員／ 8 人（先着順）
予約受付開始日／ 2 月 12 日 ( 金 )9:00 ～
問合せ／市民相談室（ 22 － 3199）

法律相談（予約制）

乳幼児

1 歳以上の健診・相談につきましては、下
記のとおり実施します。
◎１歳６か月児健康診査
日時／ 2 月 4 日 ( 木 )
対象／平成 20 年 7 月生まれ児
受付／ 13:10 ～ 13:30
場所・問合せ／保健センター（23 － 3113）
◎３歳児健康診査 ( ３歳６か月児 )
日時／ 2 月 25 日 ( 木 )
対象／平成 18 年 8 月生まれ児
受付／ 13:10 ～ 13:30
場所・問合せ／保健センター（23 － 3113）
◎育児相談
日時／ 2 月 26 日 ( 金 )
対象／乳幼児と保護者
受付／ 10:30 ～ 11:30
場所／元気な広場 ( 23 － 3114)
問合せ／保健センター ( 23 － 3113)

乳児健診・相談につきましては、下記の
とおり変更します。
問合せ／保健センター (  23 － 3113)

健診・相談
乳児健診
( ４か月児 )
乳児相談 ( １歳未満
の乳児と保護者 )

予定日
2 月 16 日

( 火 )
2 月 8 日

( 月 )

変更後

未定

未定

相談はすべて無料です。秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

こんなことあんなこと相談案内お気軽にどうぞ！
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市
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313

経
済
的
に
も
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
に
指

導
し
た
い

市
内
館
山
出
身
の
石
井
さ
ん
は
昨

年
９
月
下
旬
に
「
国
際
貢
献
」
と
い

う
大
き
な
任
務
を
背
に
日
本
を
発

ち
ま
し
た
。
任
務
は
、
こ
れ
ま
で
学

び
、
経
験
し
て
得
た
デ
ザ
イ
ン
の
知

識
や
技
能
を
、
青
年
海
外
協
力
隊
の

隊
員
と
し
て
、
発
展
途
上
の
国
に

伝
え
る
こ
と
で
す
。
す
で
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
か
ら
南
へ
飛
行

機
で
２
時
間
の
距
離
に
あ
る
、
世
界

的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
、
ボ
ホ
ー

ル
島
で
２
年
間
の
任
務
に
就
い
て

い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
に
は
、「
こ

れ
ま
で
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

経
験
、
年
齢
、
健
康
状
態
と
す
べ
て

の
カ
ー
ド
が
揃
っ
た
『
今
』
し
か
な

い
」
と
応
募
を
決
意
。
７
倍
と
い
う

高
倍
率
の
な
か
、
熱
意
が
認
め
ら
れ

見
事
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
心
の
中

で
は
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
気
持

ち
と
、
フ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
日
本
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
複
雑
に
交
錯
し
て
い
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

「
国
際
貢
献
」
へ
の
思
い
が
芽
生

え
た
き
っ
か
け
は
「
高
校
生
の
時
に

ウ
ガ
ン
ダ
の
学
校
建
設
支
援
事
業

に
携
わ
っ
た
こ
と
」
と
言
い
ま
す
。

市
内
の
高
校
を
卒
業
後
、
美
術

大
学
に
進
学
。
大
学
２
年
生
の
時
に

は
２
年
間
イ
ギ
リ
ス
で
靴
づ
く
り

を
勉
強
。
３
年
生
の
時
に
は
、
東
京

で
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
卒
業
後
は
フ

リ
ー
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
バ
ッ

グ
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
限

界
を
感
じ
ア
パ
レ
ル
会
社
に
就
職
。

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
30
周
年
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
担
当
し
、
そ
こ
で
販

路
開
拓
の
手
法
も
学
び
ま
し
た
。

離
日
直
前
の
慌
た
だ
し
い
な
か

で
、「
現
地
の
人
た
ち
と
本
音
で
語

り
合
い
、
外
の
風
を
吹
き
込
む
こ
と

で
、
経
済
的
に
も
自
立
し
て
い
け
る

よ
う
に
指
導
し
た
い
」
と
２
年
間
の

抱
負
を
明
る
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

▲現地で指導をする石井さん（右）

ゆめ半島千葉国体　～チーバくん通信～⑪
「国体の思い出～若潮国体・その 2 ～」

▲市立博物館 1階エントランスにて

ゆめ半島千葉国体館山市実行委員会（館山市教育委員会　国体推進課内）
〒 294-8601　館山市北条 1145 － 1　 22 － 3957　FAX：23 － 3115  

　いよいよ今年秋に｢ゆめ半島千葉国体」が開催されます。 

　千葉県での国体の開催は、昭和48年の第28回大会｢若潮国体」以来、37年ぶ

り2度目となります。 

　館山市実行委員会では、｢ゆめ半島千葉国体」の開催に向け、大会を身近に感

じてもらおうと｢国体の思い出～若潮国体～」展を企画しました。 

　平成21年 5月 15日号に｢国体の思い出を募集｣の記事を掲載したところ、多

くの市民の方から写真や当時の資料などを提供していただきました。寄せられた

写真や資料をもとに、館山市立博物館本館において3月31日まで「国体の思い

出～若潮国体～」展を開催しています。　皆さん、この機会にご覧になってみて

はいかがでしょうか。

　また、館山市実行委員会では、｢若潮国体」の思い出(写真･エピソード・思

い出の品等）を募集しています。当時、選手として国体に出場した思い出、国体

の準備･運営に携わったエピソードや写真がありましたら、ご一報ください。ゆ

め半島千葉国体の開催期間中にも、｢国体の思い出～若潮国体～｣展を開催する

予定です。                        ※博物館へ入館する際は、観覧料が必要です。

◆ ◆ 若潮国体 ◆ ◆ 

　『輝く心　輝く力　輝く太陽』をスローガンに掲げ、『親切で明るい郷土づくり、健康なからだづくり、住みよい環

境づくり』を3本の柱に県民運動が展開されるなど、新しい郷土づくりの原動力となる大会として成功を収め、県

民に大きな自信と希望を与えました。 館山市では、ヨット競技・柔道競技・剣道競技が開催され、地元選手などの

活躍により、3競技それぞれ千葉県チームが総合優勝を飾りました。 

▲若潮国体当時の資料


